
 

（１）指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（令和４年度分） 

＜県の評価等＞ 

施設所管部名：環境生活部 

１ 指定管理者の概要等 

施設の名称及び所在 

三重県総合文化センター（三重県立図書館を含む） 
（津市一身田上津部田 1234 番地） 
三重県総合博物館（津市一身田上津部田 3060 番地） 
三重県立美術館（津市大谷町 11 番地） 

指定管理者の名称等 
公益財団法人三重県文化振興事業団 理事長 雲井 敬 
（津市一身田上津部田 1234 番地） 

指定の期間 令和２年４月１日～令和７年３月 31日 

指定管理者が行う管理業務の内容 

１ 文化交流ゾーンに係る広報等の業務 
２ 三重県総合文化センターの管理運営及び施設貸出サービス 
３ 文化会館が提供する各種サービス 

（音楽・演劇等公演の提供、文化芸術に関する人材育成研修等） 
４ 生涯学習センターが提供する各種サービス 

（生涯学習社会づくりに資する情報提供、講座・研修、視聴覚
教材・機材の貸出等） 

５ 男女共同参画センターが提供する各種サービス 
（男女共同参画社会づくりに資する情報提供、研修、相談、調
査研究等） 

６ 三重県総合文化センターＰＲ事業等 
７ 三重県立図書館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
８ 三重県総合博物館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
９ 三重県立美術館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
10 三重県立美術館の施設貸出サービス 
 

 

２ 施設設置者としての県の評価  ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。 

評価の項目 
指定管理者
の自己評価 

県の評価 
コメント 

R３ R４ R３ R４ 

１ 管理業務の
実施状況 

A A   

 サービスや経営効率の向上、組織力の強化、利用者視点
からの施設づくりに努めており、総合文化センター事業の
着実な実施や施設･設備の的確な維持管理を行っている。 
前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受けることとなったが、自ら作成した「消毒マニュア
ル」による徹底した施設・設備の消毒作業の実施など、安
全・安心な施設の運営に努めている。 

２ 施設の利用
状況 

B B   

新型コロナウイルス感染症の影響などから総合文化セ
ンター貸施設利用率は 70.5％（目標 80.0％）、来館者数は
498,222人（目標 741,000人）、県立美術館貸施設（県民ギ
ャラリー）利用率は 52.6％（目標 70.0％）と目標を下回
った。 
一方で、貸館利用者に向けた新型コロナウイルス感染症

対策のガイドラインの整備、光高速通信サービスの継続、
利用者アンケートに基づくサービス改善等、利用者のニー
ズを把握した対応に努めたことから、令和３年度よりも増
加に転じた。 



 

３ 成果目標及
びその実績 

B B   

 総合文化センター来館者満足度が 95.6％（目標
90.0％）、総合文化センター貸施設利用者満足度が 90.1％
（目標 83.0％）となるなど、成果目標は 12 項目中６項目
の達成となった。 

 

※「評価の項目」の県の評価： 

 「＋」（プラス） → 指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。 

 「－」（マイナス）→ 指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。 

 「 」（空白）  → 指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。 

 

総括的な評価 

（１）成果目標に対する達成度 
  サービスの向上を図りながら、センターの各施設の特色を十分に生かした各種事
業について、県民ニーズをふまえつつ展開した。成果目標は 12項目のうち６項目で
の目標達成となったが、来館者数や貸施設利用率など目標を達成できなかった項目
についても回復傾向にあるほか、来館者・施設利用者や事業参加者の満足度につい
ては、高い水準で目標を達成している。 
※図書館の事業部門は指定管理業務に含まれないため、来館者数の目標数値は図書
館の来館者数を除く。 

 
（２）残されている課題 
  事業団の運営・事業企画に関するノウハウの蓄積、専門知識をもつ人材の確保・
育成、地域や関係機関・団体とのネットワークの充実が今後も重要となってくるこ
とから、引き続き取り組んでいく必要がある。 

 
（３）翌年度に取り組むべき成果目標の設定 
  来館者の安心安全を確保しながら利用者のニーズをふまえた取組を実施すること
で、来館者・施設利用者や事業参加者の満足度の維持向上などに向けて引き続き取
り組む必要がある。 

 
（４）その他 
 （県民ニーズの把握等） 

・きめ細かな利用者サービスにより、利用者満足度は令和３年度に引き続き、高い
水準を維持している。また、ISO9001 品質管理システムを導入しており、施設利
用者や事業参加者、県民へのアンケート等によりニーズを把握し、サービス改善
を図っている。 

 （県民サービス向上等） 
・電子マネーの取扱いの継続運用、施設の修繕など、来館者サービスの強化を図っ
ている。 

・新型コロナウイルス感染症拡大を機に立ち上げたオンステージシリーズなど、厳
しい状況においても工夫しながら事業を実施し、県民が文化に触れる機会の提供
に努めている。 

・また、貸館利用者向けガイドラインの公開、光高速通信サービスの継続など、安
全・安心な施設の利用の確保やサービス向上に取り組んでいる。 

 （施設の適正な維持管理の実施） 
・来館者数や利用者満足度の向上につながるサービスの提供や、経営効率の向上に
つながる取組を行っている。 

・計画的な修繕を行って良好な維持管理に努めるとともに、空調に関わる電気・ガ
スの日々の使用量の点検及び運転方法見直しなど省エネルギー対策にも継続し
て取り組んでいる。 

 
 以上のことから、三重県総合文化センター等の管理者として、新型コロナウイルス
感染症の影響が残る中においても、適切な実績を残していると評価できる。 
引き続き、多様化する利用者ニーズを的確に把握して具体的事業に結びつけ、県の

文化芸術・生涯学習・男女共同参画の拠点施設として適切な施設運営を進められるこ
とを期待する。 

 

 

 

 

 



 

＜指定管理者の評価・報告書（令和４年度分）＞ 

指定管理者の名称：公益財団法人三重県文化振興事業団 

 

１ 管理業務の実施状況及び利用状況 

（１）管理業務の実施状況 

 

①文化交流ゾーンに係る広報等の業務 
・ 年４回発行している情報誌Ｍニュースに「Znews（ゾーンニュース）」として、総合博物館、県立

美術館、県立図書館の情報を掲載した。 
・ 総合博物館、県立美術館、県立図書館との連携事業を７回実施した。 
 
② 三重県総合文化センター事業や三重県立美術館の施設貸出サービスに関する業務 

施設貸出サービス、文化会館事業、生涯学習センター事業、男女共同参画センター事業等を実施
した。引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けたものの、全館利用率や全館利用者数
は前年と比べ回復した。 
・ 施設貸出サービス事業（総合文化センター）では、令和３年４月から開始した光高速通信サー

ビスの継続など利便性の向上を図ったほか、アンケート様式の見直しにより、回収率を向上さ
せ、サービス改善に繋げた。また、利用者の安全を確保するため、防災避難訓練等を実施した。
さらに、新型コロナウイルス感染症への対策として、備品の材質や仕様に適合した消毒方法を
まとめた「消毒マニュアル」を定めての徹底した消毒や、施設利用時における感染防止対策で
ある「貸館主催者向けガイドライン」を定め随時更新して公開するなど、安全・安心な施設の
利用の確保に努めた。 

・ 文化会館事業では、64事業を予定していたところ、新型コロナウイルス感染症の影響により１
事業が延期となったが、期中に２事業を追加し、65事業を実施した。主なものとしては、「ハン
ガリー国立歌劇場 オペラ『魔笛』」、「沼尻竜典指揮 新日本フィルハーモニー交響楽団」等の
芸術性の高い公演、人気シリーズの「ワンコインコンサート」（10回実施）、介護をテーマとし
た「老いと演劇事業」では先進事例となるような社会包摂の事業を実施するとともに、青年団
監修「戯曲アカデミア」等により、本県の将来の文化を担う人材を育成した。 

・ 生涯学習センター事業についても、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった事業
があるものの、感染症対策を行いながら、県内高等教育機関やミュージアムと連携した「みえ
アカデミックセミナー」（オープニング、公開セミナー13回、移動講座４回）や「みえミュージ
アムセミナー」（６回、移動講座２回）などの講演・講座等を開催するとともに、各種学習相談
への対応、生涯学習関係団体の連携・交流の促進、次世代育成を目的とした「文化体験パート
ナーシップ活動推進事業」（64校で実施）等に取り組んだ。 

・ 男女共同参画センター事業では、若年層や新規層を意識してジェンダーに関する情報発信や講
座を行い、新規参加率が 43.3％となった。地域での出前講座「フレンテトーク」（98 回）や男
女共同参画を推進する基盤をつくるための人財を見つけ、育成する事業「種まきプロジェクト」
を実施したほか、電話や面接等による女性相談をはじめ各種相談事業を引き続き実施した。 

・ 県立美術館の県民ギャラリーについては、26 件の利用があり、コロナ禍でも安心して利用いた
だけるよう丁寧な説明を心掛けた。 

・ その他、社会見学（16回実施）や「そうぶんの竹あかり」等のＰＲ事業、レストラン事業、売
店事業等の来館者サービス事業を実施した。 

 
③ 施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務 
・ 三重県総合文化センターは、開館から 28 年が経過し、施設の老朽化が進んでいることから計画

的な修繕を行い、利用者の安全・安心の確保を第一に施設及び設備の維持管理に努めた。総合
博物館、県立美術館、県立図書館の施設についても、適切な維持管理を行った。 

・ 照明器具のＬＥＤ化及び照明・空調の管理徹底、空調に関わる電気・ガスの日々の使用量の点
検及び運転方法見直し等の省エネルギー対策を引き続き実施した。 

 
④ 県施策への配慮に関する業務 
・ バリアフリー化、雇用の機会均等、人権の配慮等の６項目からなる人権尊重基本方針や男女が

性別にかかわりなく個性や能力を発揮できる社会をめざす男女共同参画推進基本方針等を策定
しており、これらの方針等に基づき、利用しやすく快適な施設づくりや主催事業における大ホ
ールの車いす席の優先チケット販売、要約筆記や手話付き事業、職員の育児休暇の取得推進等
を実施した。 

⑤ 情報公開・個人情報保護に関する業務 
・ 県に準じた情報公開実施要綱を平成 12年度に制定しており、これに基づき、開示請求１件に適

切に対応した。 
・ 管理運営にあたって個人の権利や利益を侵害することがないよう、平成 17年度に策定した個人

情報保護方針により個人情報を適切に取り扱った。 
 
 
 



 

（２）施設の利用状況 

  

  令和３年度実績 令和４年度実績 対前年度比 

全館利用率 57.7％ 70.5％ 12.8 ポイント 

全館利用者数 279,950 人 498,222 人 218,272 人 

文化会館利用率 52.4％ 78.1％ 25.7 ポイント 

文化会館利用者数 207,384 人 399,236 人 191,852 人 

生涯学習センター利用率 68.0％ 79.9％ 11.9 ポイント 

生涯学習センター利用者数 28,690 人 42,528 人 13,838 人 

男女共同参画センター利用率 57.6％ 57.5％ ▲0.1 ポイント 

男女共同参画センター利用者数 43,876 人 56,458 人 12,582 人 

三重県立美術館県民ギャラリー

利用率 
45.6％ 52.6％    7.0 ポイント 

三重県立美術館県民ギャラリー

利用者数 
7,933 人 13,415 人      5,482 人 

 

 

２ 利用料金の収入の実績                                     （単位：円） 

  
 
 
 
 
 

 

  令和３年度実績 令和４年度実績 対前年度比 

貸出施設収入額 116,467,463 138,527,765 22,060,302 

サービス料収入額 2,402,344 3,637,005 1,234,661 

全施設収入額合計 118,869,807 142,164,770 23,294,963 

 

３ 管理業務に関する経費の収支状況                              （単位：円） 

収入の部 支出の部 

 R３ R４  R３ R４ 

指定管理料 1,185,064,000 1,206,791,000 事業費 149,074,594 197,779,573 

利用料金収入 118,869,807 142,164,770 管理費 1,211,287,285 1,329,208,112 

その他の収入 112,356,228 151,051,801 その他の支出 0 0 

合計 (a) 1,416,290,035 1,500,007,571 合計 (b) 1,360,361,879 1,526,987,685 

収支差額 (a)-(b) 55,928,156 ▲26,980,114  

    ※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入しています。 

  ※参考 

利用料金減免額          - 

 

 

 

 



 

４ 成果目標とその実績 
 

成果目標項目 目標値 実績値 成果目標項目 目標値 実績値 

各施設の

利用者率 

 

以下の基準

値から５年間

で１ポイント増 

※５年間の

目標の た

め、令和４

年度は参

考値 

 

文化会館  62.7％ 62.5％ 

生涯学習

センター 
18.9％ 19.2％ 

男女共同

参画セン

ター 

19.1％ 18.0％ 

県立図書

館 
37.2％ 38.7％ 

総合博物

館 
42.6％ 44.8％ 

県立美術

館 
40.9％ 38.9％ 

総合博物館・県立美術

館・県立図書館との事

業連携数 

5 回 7 回 

総合文化センター来館

者数（図書館来館者を

除く。） 

741,000 人 498,222 人 
総合文化センター来館者満足

度（４段階評価で３以上） 
90.0％ 95.6％ 

総合文化センター貸施

設利用率 
80.0％ 70.5％ 

総合文化センター貸施設利用

者満足度（４段階評価の４） 
83.0％ 90.1％ 

文化会館公演事業入

場率 
80.0％ 63.0％ 

文化会館 

事業参加者満足度 

（５段階評価で４以上） 

95.0％ 96.5％ 

生涯学習センター事業

参加者数 
18,300 人 15,028 人 

生涯学習センター 

事業参加者満足度 

（４段階評価の４） 

77.0％ 83.0％ 

男女共同参画センター 

主催事業参加者数 
12,600 人 12,430 人 

男女共同参画センター事業満

足度（４段階評価の４） 
81.0％ 88.5％ 

県立美術館貸施設（県

民ギャラリー）利用率 
70.0％ 52.6％  

今後の取組方針 
・新型コロナウイルス感染症の影響により 12 項目中６項目の目標達成となっ
た。今後も引き続き、魅力ある事業展開、サービスの向上に努めていく。 

・公益性と収益性のバランスのとれた経営に努めていく。 
 

 

  



 

５ 管理業務に関する自己評価  ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。 

評価の項目 
評価 

コメント 
R3 R4 

１ 管理業務の実施  
状況 

Ａ Ａ 

 第５期目の指定管理の３年目にあたり、管理運営の基本方針に
基づき、管理業務、事業展開を行い、サービスの向上、経営効率
の向上、組織力の強化、利用者視点からの施設づくりに努めた。 
 また、新型コロナウイルス感染症への対応として、消毒マニュ
アルに基づき、施設・設備使用後には徹底した消毒作業を実施す
るなど、安全安心な施設運営に努めた。県立図書館、総合博物館、
県立美術館の施設及び設備の維持管理についても適切に実施し
た。 

２ 施設の利用状況 Ｂ Ｂ 

 従来からのきめ細かなサービスに加え、トイレの洋式化工事を
行うなど、利便性の向上に努めたが、新型コロナウイルス感染症
の影響が続いたほか、県工事に伴う貸出休止等の影響により、総
合文化センター貸施設利用率 70.5％（目標 80.0％）、県立図書館
を除く総合文化センター来館者数 498,222 人（目標 741,000 人）、
県立美術館貸施設（県民ギャラリー）利用率 52.6％（目標 70.0％）
となり、目標値まで届かなかった。 
施設利用者に対しては、施設利用時における感染防止対策の実

施について、「貸館主催者向けガイドライン」を都度改定しホーム
ページ上で公開するなど、情報提供と安全・安心な施設の利用の
確保に努めた。 

３ 成果目標及びそ
の実績 

Ｂ Ｂ 
 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、成果目標 12 項
目中６項目で目標が未達成となったが、各事業等の満足度につい
ては、高い水準となり、目標を達成した。 

 

※評価の項目「１」の評価：  

「Ａ」 → 業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。 
「Ｂ」 → 業務計画を順調に実施している。 
「Ｃ」 → 業務計画を十分には実施できていない。 
「Ｄ」 → 業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。 

※評価の項目「２」、「３」の評価： 

「Ａ」 → 当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。 
「Ｂ」 → 当初の目標を達成している。 
「Ｃ」 → 当初の目標を十分には達成できていない。 
「Ｄ」 → 当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。 

総括的な評価 

 
（１）成果目標に対する達成度 
   第５期の指定管理の３年目にあたり、管理運営の基本方針に基づき、管理

業務、事業展開を行った。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、成果目
標 12 項目中６項目の目標達成となったが、実施した事業の満足度や、総合博
物館・県立美術館・県立図書館との事業連携数は、目標を達成した。 

 
（２）残されている課題 

 事業団の運営・事業企画に関するノウハウの蓄積、専門知識をもつ人材の
確保・育成、地域や関係機関・団体とのさらなるネットワークの構築につい
て、これまで継続的な課題として取り組んできたところであり、今後も推進
していく。 
 

（３）翌年度に取り組むべき成果目標の設定 
   指定管理者として、引き続き成果目標の達成に向けて努めていく。 
 
（４）その他 
（県民ニーズの把握等） 

・ISO9001 品質マネジメントシステムに基づく来館者アンケートの分析や職員
の提案等により、高水準な利用者サービスに努めた。また、公演や講座等の
事業参加者や貸出施設の利用者に対しても同様にアンケート調査・分析を行
い、事業運営や企画に利用者の意見を反映させるように努めた。 

 
（県民サービス向上等） 

・コロナ禍を機に立ち上げた、少人数で贅沢空間での公演を楽しむ「オンステ
ージシリーズ」を引き続き開催し、好評を得た。 

・電子マネーの取扱いの継続運用や、トイレの洋式化工事など利用者の利便性
向上に努めた。 



 

・利用者満足度は高い数値を維持しており、お客様・来館者からの高い支持を
得ることができた。 

 
（施設の適正な維持管理の実施） 

・サービスの向上、経営効率の向上、組織力の強化、県民と歩む施設づくりに
努めた。 

・東日本大震災以降、取組を強化している危機管理対策では、図書館等を含め
た総合文化センター全体の避難訓練を実施し、大地震発生時の対応能力強化
に努めた。 

・県立図書館、総合博物館、県立美術館の施設及び設備の維持管理についても
適切に実施した。 

・新型コロナウイルス感染症への対策として、消毒マニュアルの作成、貸館利
用者向けガイドラインをホームページ上で公開するなど適切な感染症予防対
策を講じた。 

  

 


